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仕団（RSS：1925 年創設）を基盤として 1951 年に創設された大衆連盟がその前
身である。その特徴はヒンドゥー民族主義をイデオロギー的基盤としているこ




























































1952 489 45.7 45.0 364 3.3 16 − − 3.1 3 − − − −
1957 493a 47.7 47.8 371 8.9 27 − − 5.9 4 − − − −
1962 494b 55.3 44.7 361 9.9 29 − − 6.4 14 − − − −
1967 520c 61.2 40.8 283 5.0 23 4.4 19 9.4 35 − − − −
1971 518d 55.3 43.7 352 4.7 23 5.1 25 7.4 22 − − − −
1977 542e 60.5 34.5 154 2.8 7 4.3 22 − − 41.3 295 − −
1980 542 56.9 42.7 353 2.6 11 6.1 36 − − 18.9 31 − −
1984 542 63.6 49.1 405 2.7 6 5.7 22 7.7 2 6.9 10 − −
1989 543f 62.0 39.5 197 2.6 12 6.6 33 11.4 86 − − 17.8 142
1991 543 55.2 36.5 232 2.5 14 6.2 35 20.1 120 − − 11.9 56
1996 543 57.9 28.8 140 2.0 12 6.1 32 20.3 161 − − 8.1 46
1998 543 62.0 25.8 141 1.8 9 5.2 32 25.6 182 − − 3.2 6
1999 543 60.0 28.3 114 1.5 4 5.4 33 23.8 182 − − − −
2004 543 58.1 26.5 145 1.4 10 5.7 43 22.2 138 − − − −
2009 543g 58.2 28.6 206 1.4 4 5.3 16 18.8 116 − − − −
2014P 543 66.4 19.3 44 0.8 1 3.2 9 31.0 282 − − − −
（出所）　次の資料より筆者作成。ElectionCommissionof India（http://eci.nic.in）に提示されている連邦下院選挙データ;Butler,David,AshokLahiriandPrannoy
Roy（1989,10）.
（注）　a）新選挙区区割り適用。3人区廃止および 2人区増加。　b）2 人区を廃止してすべて 1人区に。　c）新選挙区区割り適用。d）ヒマーチャル・プラデーシュが
連邦直轄領から州に昇格し，それにともない議席が 6から 4議席に減少。e）新選挙区区割り適用。　f）1987 年にゴアが連邦直轄領から州に昇格したことにとも







































た。また 2008 年の第 2世代携帯電話周波数帯割当免許などにからむ大規模な
スキャンダルが相次いで発覚したことも政権のイメージ・ダウンにつながった。
会議派率いるUPA政権は 2013 年 8 月には貧困大衆に安い価格で穀物を配給す
る「全国食糧安全保障法」（５）を成立させるなど，貧困大衆を強く意識した政策
を策定し支持を取り付けようとしたが，会議派人気低下のトレンドには大きな















































連邦下院（LokSabha）･･･定員 545。543 議席は小選挙区制に基づく直接選挙で選出され任期 5年。解
散あり。指定カースト（SCs）/指定部族（STs）に対して人口に応じた留保議席が設定される（SCs:
79 議席，STs:41 議席）。これに加えて，大統領はアングロ・インディアンから 2名を任命。
連邦上院（RajyaSabha）･･･定員は 250 議席を超えない。このうち，12 議席は大統領の任命。残り議席
は州議会（下院）を選挙母体として選出されるが 238 議席を超えない。解散なし。任期は 6年，2年
ごとに 3分の 1が改選。
州議会〔下院〕（StateLegislativeAssembly）（連邦直轄領のデリー首都圏およびプドゥチェリーも州議




















1966 年　1961 年センサスに基づいて，第 2次選挙区区割り委員会による区割り。
1976 年　1971 年センサスに基づいて，第 3次選挙区区割り委員会による区割り。連邦議会は 2000 年ま
では新たな区割りはしないことを可決。
1988 年　有権者の年齢を 21 歳以上から 18 歳以上に引き下げ。
1996 年　候補者の出馬可能選挙区がふたつに制限される。
2001 年　憲法改正により連邦下院および各州の州議会（下院）の議席数を 2026 年まで現行議席数に固定。











































年 9 月には複数ブランドを扱う総合小売業へのFDI投資上限を 51％まで引き
上げようとする政府と，それに反対する全インド草の根会議派（AITC）のマ
マタ・バナジー西ベンガル（WB）州首相が対立し，AITCはUPAから離脱し
た。AITCは 2014 年 1 月には単独で戦うことを明らかにした。2013 年 3 月に
はタミル・ナードゥ州のドラヴィダ進歩連盟（DMK）の党首カルナニディが，
連邦政府は内戦中のスリランカ政府によるタミル人の人権侵害を強く追求して
いないと批判しUPAから離脱した。ビハール州では 2013 年 10 月以降，民族
ジャナター・ダル（RJD）と人民の力党（LJP）は会議派との選挙協力を求めて
ソニア総裁と接触を重ねていたが，会議派が協力を決めたのはRJDだけであり，




会議派のラーフールは次世代の指導者として 2013 年 1 月 19 日に会議派副総
裁に任命された（23 日に正式に就任）。会議派の顔として期待されたラーフール
であるが，結果的にみると期待された役割は果たせなかった。それが決定的に
明らかになるのが，上述した同年 12 月に行われた 5州での州議会選挙であっ
た。会議派はBJPだけでなく，デリーでは前年に創設されたばかりの庶民党に


















































主義者としての評価である。それが極端な形で現れたのが，2002 年 2 月末の
宗派暴動──コミュナル暴動でのモディの行動であった。































6 月 16 日に選挙でモディがBJPの選挙対策委員長として党を率いることにな
ることを理由として，NDA離脱を決定した。また，NDA以外ではWB州の州
政権についているAITCのママタ・バナジー州首相も 7月 19 日にモディBJP州
首相を支持しないことを明らかにした。このようなBJP外からの予想された反
発はあったが，BJPはモディを中心に選挙を戦うことでまとまっていく。BJP
は 9 月 13 日に正式に 2014 年の連邦下院選挙に勝利した場合，モディを首相に
することを表明した。



























が共通するだけのルーズな集合という状況そのものにある。2014 年 2 月 25 日
にはJD（U），ジャナター・ダル（世俗主義）（JD（S）），CPI（M），インド共産

























































































の 66.4％であり，有権者の関心は高かった。選挙結果は前掲表 1.1 のように
BJPの大勝，会議派の歴史的惨敗となった。今回の選挙結果も小選挙区制，選
挙協力の影響が如実に現れたといえる。BJPは 31％の得票率で過半数の 282 議
席を得たが，過半数を得た歴代政権のなかでは最低の得票率であった。BJPの
選挙協力体制がきわめて効率的であったといえよう。一方，会議派は 19.3％の












2014 年 3 月 1 日 か ら 4月



































































アンダマン・ニコバル諸島（1） チャンディガル（1） ヒマーチャル・プラデーシュ（4） ラクシャドウィープ（1） ナガランド（1） タミル・ナードゥ（39）
BJP 47.8 1 BJP 42.2 1 BJP 53.3 4 ナショナリスト会議派党 50.1 1 ナガランド人民戦線 68.7 1 全インド・アンナ・ドラヴィダ進歩連盟 44.3 37
会議派 43.7 0 会議派 26.8 0 会議派 40.7 0 会議派 46.6 0 会議派 30.1 0 ドラヴィダ進歩連盟 23.6 0
アーンドラ・プラデーシュ（42） 庶民党 24.0 0 ジャンムー・カシミール（6） マディヤ・プラデーシュ（29） オディシャ（21） BJP 5.5 1
テルグー・デーサム党 29.1 16 チャッティースガル（11） BJP 32.4 3 BJP 54.0 27 ビジュー・ジャナター・ダル 44.1 20 労働者党 4.4 1
YSR会議派 28.9 9 BJP 48.7 10 会議派 22.9 0 会議派 34.9 2 会議派 26.0 0 トリプラ（2）
テーランガーナー民族会議 13.9 11 会議派 38.4 1 ジャンムー・カシミール人民民主党 20.5 3 多数者社会党 3.8 0 BJP 21.5 1 インド共産党（マルクス主義） 64.0 2
会議派 11.5 2 ダドラ，ナガル・ハヴェリ（1） ジャンムー・カシミール民族協議会 11.1 0 マハーラーシュトラ（48） インド共産党 0.3 0 会議派 15.2 0
BJP 8.5 3 BJP 48.9 1 ジャールカンド（14） BJP 27.3 23 プドゥチェリー（1） BJP 5.7 0
全インド・ムスリム評議会 1.4 1 会議派 45.1 0 BJP 40.1 12 シヴ・セーナー 20.6 18 全インドNR会議派 34.6 1 ウッタル・プラデーシュ（80）
アルナーチャル・プラデーシュ（2） ダマン・ディウ（1） 会議派 13.3 0 会議派 18.1 2 会議派 26.3 0 BJP 42.3 71
BJP 46.1 1 BJP 53.8 1 ジャールカンド開発戦線 12.1 0 ナショナリスト会議派党 16.0 4 全インド・アンナ・ドラヴィダ進歩連盟 17.9 0 社会主義党 22.2 5
会議派 41.2 1 会議派 43.3 0 ジャールカンド解放戦線 9.3 2 自愛党 2.3 1 パンジャーブ（13） 多数者社会党 19.6 0
アッサム（14） デリー（7） カルナータカ（28） 多数者開発戦線 0.1 0 会議派 33.1 3 会議派 7.5 2
BJP 36.5 7 BJP 46.4 7 BJP 43.0 17 マニプル（2） アカリー・ダル 26.3 4 我々の党 1.0 2
会議派 29.6 3 庶民党 32.9 0 会議派 40.8 9 会議派 41.7 2 庶民党 24.4 4 ウッタラーカンド（5）
全インド統一民主戦線 14.8 3 会議派 15.1 0 ジャナター・ダル（世俗主義） 11.0 2 ナガランド人民戦線 19.9 0 BJP 8.7 2 BJP 55.3 5
アッサム人民評議会 3.8 0 ゴア（2） ケーララ（20） インド共産党 14.0 0 ラージャスターン（25） 会議派 34.0 0
無所属 − 1 BJP 53.4 2 会議派 31.1 8 BJP 11.9 0 BJP 54.9 25 西ベンガル（42）
ビハール（40） 会議派 36.6 0 インド共産党（マルクス主義） 21.6 5 メガラヤ（2） 会議派 30.4 0 全インド草の根会議派 39.3 34
BJP 29.4 22 グジャラート（26） BJP 10.3 0 会議派 37.7 1 シッキム（1） インド共産党（マルクス主義） 22.7 2
民族ジャナター・ダル 20.1 4 BJP 59.1 26 インド共産党 7.6 1 国家人民党 22.2 1 シッキム民主戦線 53.0 1 BJP 16.8 2
ジャナター・ダル（統一派） 15.8 2 会議派 32.9 0 ムスリム連盟 4.5 2 BJP 8.8 0 シッキム革命戦線 39.5 0 会議派 9.6 4
会議派 8.4 2 ハリヤーナー（10） ケーララ会議派（マニ派） 2.4 1 ミゾラム（1） BJP 2.4 0
人民の力党 6.4 6 BJP 34.7 7 革命社会党（反主流派） 2.3 1 会議派 48.6 1 会議派 2.3 0
民族人民平等党 3.0 3 インド国民民衆党 24.4 2 無所属 − 2 （出所）ElectionCommissionofIndia（http://eci.nic.in/eci_main1/GE2014/ge.html）などから筆者作成。
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（注）2013 年 8 月の調査は，IndiaTodayGroup-CVoterにより，2013 年 8 月 2 日か
ら 8月 10 日に 28 州，1万 5815 人のインタビューによって行われた。2014 年
1 月の調査は，IndiaTodayGroup-CVoterにより，2013 年 12 月 16 日から 2014



































???? ???? ???? ??
???
20
といえよう。図 1.4 でわかるように穀物が収穫され市場に出回る 12 月から翌





































































































































































































社会範疇 BJP 会議派 左翼政党 その他
2009 年選挙からの変化
BJP 会議派 左翼政党 Others
OBCs全体 34 15 3 49 12 − 9 − 2 − 1
OBCs上層 30 15 3 52 8 − 7 1 − 2
OBCs下層 42 16 3 39 20 − 11 − 6 − 3
（出所）The Hindu,June1,2014。
（注）元々のデータはCSDSによる 2009 年，2014 年の連邦下院選挙におけるサーベイ。
表 1.8　ムスリムの投票政党
（%）















































































































要な運動目標としてきた。1992 年 12 月にはヒンドゥー民族主義者は計画的にモスクを
破壊し，それをきっかけにヒンドゥーとムスリム間で大暴動が起こった。しかし，寺院
の建立はまだなされておらず，BJPはその建立を主張している。
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